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 前世紀末から今世紀にかけて、一村一品、地域ブランドおよび GI ブランド（地理的表示保護
制度）が叫ばれているが、これらはいずれも政府、自治体、ODA などによるいわばお上からの































成果を出している（注 4）。図表 1、参照。 
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図表 1 一村一品市町村別一覧表 
大 分 市 いちこ、きゅうり、にら 宇 目 町 サフラン、しいたけ、メロン 
別 府 市 花卉類、竹細工、つげ細工、湯の花、ざぼん漬 直 川 村 菊、白炭、ほしあゆ 
中 津 市 すいか、はくさい 鶴 見 町 いりこ、丸ぼし、活魚、甘夏つるみ 
日 田 市 梨、淡水魚、木工クラフト 米 水 津 村 サンクイーン、とうじんぼし 
佐 伯 市 いちご、プリンスメロン 浦 江 町 ヒオウギ貝、かんしょ、いわし、真珠 
臼 杵 市 甘夏、かぼす、臼杵煎餅 野 津 町 ピーマン、かんしょ 
津 久 見 市 サンクイーン 三 重 町 かんしょ、しいたけ 
竹 田 市 かぼす、サフラン、豊後牛 清 川 村 い草、メロン、豊後牛 
豊後高田市 白ねぎ、すいか、豊後牛 緒 方 町 さといも 
杵 築 市 ハウスみかん、茶、い草、のり、豊後牛 朝 地 町 豊後牛、うど 
宇 佐 市 玉ねぎ、きゅうり、いちご 大 野 町 かんしょ 
大 田 村 豊後牛、生しいたけ、よもぎ茶 千 歳 村 まゆ、ハトムギ、メロン 
真 玉 町 白ねぎ、すいか 犬 飼 町 かんしょ 
香 々 地 町 伊予柑 荻 町 トマト、スイートコーン、菊 
国 見 町 ネットメロン、生しいたけ、ネーブル 久 住 町 夏秋トマト、豊後牛、しいたけ 
姫 島 村 車えび 直 入 町 さといも、わかさぎ、しいたけ 
国 東 町 キウイフルーツ 九 重 町 豊後牛、生しいたけ、キャベツ、夏秋トマト、梨 
武 蔵 町 武蔵ねぎ、生しいたけ 玖 珠 町 豊後牛、吉四六漬、しいたけ 
安 岐 町 ハウスネーブル 前 津 江 村 豊後牛、ピーマン 
山 香 町 豊後牛、夏秋きゅうり 中 津 江 村 わさび、茶、しいたけ、こんにゃく、たけのこ 
日 出 町 城下カレイ、紅八朔柑、白いぼきゅうり 上 津 江 村 豊後牛、わさび、生しいたけ、きゅうり 
野 津 原 町 豊後牛、しいたけ、いちご 大 山 町 うめ、くり、えのきだけ、すもも、種なしゆず 
挾 間 町 いちご、なす 天 瀬 町 だいこん、しいたけ 
庄 内 町 いちご、豊後牛、梨 三 光 村 豊後牛 
湯 布 院 町 豊後牛、夏秋トマト、キャベツ 本耶馬渓町 茶、きゅうり 
佐 賀 関 町 甘夏、天然ぶり 耶 馬 渓 町 茶、牛乳、まゆ 
上 浦 町 伊予柑、ストック 山 国 町 茶、きゅうり、豊後牛 
弥 生 町 菊、あゆ 院 内 町 ゆず 
本 匠 村 オウレン、しいたけ、茶 安 心 院 町 ぶどう、スッポン、ワイン、こい、しいたけ 













大分の一村一品は、OTOP（One Tambon‘Village’ One Product）プロジェクトとして、2001
年、タクシン率いる愛国党が選挙公約に挙げ、タイで導入された。 
その結果、タイ政府が広報する地方特産物のブランド化と総合売り上げの増加など成功を収
めた政策として知られている（注 6）。OTOP Product Champion（OPC）という品質保証を設け、









流通形態（注 10）にあり、タイ国外で OTOP の個別商品がブランド認識されているとは考えられ
ず、当初、政府が提唱したグローバル・ブランドへの道のりはかなり遠いものかと思われる。 
なお、今回の実態調査の中でウボンラチャタニ大学常任教授タンマウィモン・スックスーム
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クト（MAPS）を実施し、JICA がサバナケット県およびサラワン県における一村一品運動の支
援を 2003 年から行っている。 




















 写真 1、少数民族の織物 写真 2 ブラックライス・ウイスキー 





























































































































の登録である。   
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いうことで「蒲郡みかん」は加工品の領域に進出しやすくなったことも成功の原因である。も
ちろん、市場出荷だけではなくネット通販も始めていることも原因として挙げられる。 





















  ① ブランドの品質管理 
地域団体商標のマークを使用するためのルールを厳格に運用している。 





























 2014（平成 26）年 6 月、農林水産省により地理的表示保護制度（GI）（注 26）が導入され、2015








件の申請があり、その後増加し、50 件となった。なお、2015（平成 27）年 12 月 22 日、「夕張
メロン」「あおもりカシス」「江戸崎かぼちゃ」「神戸ビーフ」「但馬牛」「八女伝統本玉露」「鹿
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児島壺造り黒酢」の 7 産品の登録が認定された（注 28）。 







































































































注 1､ 2016 年 9 月 11 日～17 日、専修大学社会科学研究所主催のメコン圏（タイ、ラオス、ベトナム）
視察調査に参加した。 
注 2､ 平松守彦『一村一品のすすめ』pp.12-13、ぎょうせい、昭和 57 年。 
注 3､ 平松守彦「発刊によせて」松井和久・山神進編『一村一品運動と開発途上国』p.ⅷ、アジア経済
研究所、2006 年。 
注 4､ 平松守彦、前掲書、p.123。 
注 5､ 丸谷金保『ワイン町長の一村一品パフォーマンス』p.17、日本の自治を考える会、1987 年;福岡政
行『島根ふるさと論と大分一村一品』p.204-205、ぎょうせい、昭和 62 年。 
注 6､ 藤岡里香「タイの OTOP プロジェクト」松井和久・山神進編『一村一品運動と開発途上国』
pp.153-154;武井泉「タイにおける一村一品運動と農村家計・経済への影響」p.169、高崎経済大学
論集第 49 巻、2007 年。 




中村学園大学流通科学部、2014 年 3 月。 
注 9､ 藤岡里香、前掲論文、p.169。 
注 10､ 武井泉、前掲論文、p.173。 
注 11､ 2016 年 9 月 12 日。 
注 12､ 梶原勝美『ブランド発展史』pp.163-177、専修大学出版局、2016 年。 
注 13､ Hiroaki Yonesaka, Revised ODOP Strategy Paper, the ODOP Project Team, JICA/ICNet, December 
2015. 
注 14､ 「ラオスにおける日系企業進出の可能性」（2016 年 7 月 19 日）および「ラオスにおける ODOP」
（2016 年 9 月 13 日）。 
注 15､ ブラックライス・ウイスキー「ラオス黒米焼酎」を早速買い求め飲んでみた。個人的な感想をい
わせてもらえば、すっきりとした味で飲みやすいものであった。 
注 16､ 平松守彦「発刊によせて」p.ⅸ； 松井和久・山神進編『一村一品運動と開発途上国』pp.175-228;
「アジ研ワールド・トレンド」第 137 号、2007 年 2 月;任雲「中国における一村一品の展開と課
題―事例研究を踏まえて―」桜美林大学産業研究所年報、pp32-46、2014 年 3 月。 
注 17､ 経済産業省特許庁「地域団体商標事例集 2016」、平成 28 年。 
注 18､ 「関あじ」「関さば」は市場流通と直販の両者の方法で販売されている。目利きの集合である魚
市場のセリを経る市場流通に依存しており、ブランドとはいえない。 
注 19､ 1886 年二階堂酒造場として創業した大分の老舗の日本酒の蔵元、すなわち醸造業者であり、6 代
目社長兼杜氏の二階堂暹が 22 年間の歳月をかけ、元祖 100％麦麹の麦焼酎の開発に成功し、それ
をもとに麦焼酎「二階堂」のブランドが生まれたのである。 
注 20､ 平林千春『奇跡のブランド「いいちこ」』ダイヤモンド社、2005 年。 
注 21､ 松井和久・山神進編、前掲書、pp.91-119。 
注 22､ 平松守彦、前掲書、pp.229-234。 
注 23､ 福岡政行、前掲書、p.204-205。 
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注 24､ 経済産業省特許庁「地域団体商標事例集 2016」。 
注 25､ 梶原勝美「2016 年地域団体商標の成功要因と課題」「100 万社のマーケティング」Vol.07、pp.30-33、
宣伝会議、2016 年 6 月。 
注 26､ http://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/index.html（2015/06/02、閲覧） 
注 27､ 農林水産省「地理的表示法について―特定農林水産物等の名称の保護に関する法律」平成 27 年 5
月。 








注 30､ 兵庫県食肉事業協同組合連合会の地域団体商標。 
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